
新技術・新工法

登録番号

新技術名

副題

従来技術名

活用区分

新技術等の区分

新技術等の分野

ＮＥＴＩＳ番号

問い合わせ先

概要

特徴

適用可能な箇所

橋梁の舗装端部から侵入する降雨水を遮断する工法である。

自然条件
・天候不良(降雨、路面湿潤時)の場合は、施工を避ける
・低温(5℃以下)での施工は品質低下をまねく可能性があるため施工を避ける
現場条件
・作業スペースとして縁石より1m程度必要
技術提供可能地域
・全国

新技術　1,064,745円/300ｍ

－
施工単位等

従来は橋梁舗装端部への高弾性成型目地材等を施していたのに対して、本技術は
道路橋舗装面において地覆コンクリートと舗装との境界隙間からの雨水侵入をレ
ベリング材(流動性及び防水性の高い材料)と、トップコート材(水性防水塗料)を
塗布することにより抑制し、耐久性の向上を計る技術工法である。

19031

ブリッジガード

道路橋　端部表面塗布型防水工法

－

－

工法

品質・出来形、環境、県産資材活
用

QS-190019-A
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